
今治城跡（今治市） 築城年代：慶長7年（1602年）、築城者：藤堂高虎

北側から海水を満々と湛える内堀越しに見た今治城跡/正面は「鉄御門・武具櫓」/左端は「御金櫓」/右端は「山里櫓」/まさに海城



　　左手の土橋から登城する/正面は「鉄御門・武具櫓」/左奥に「天守」が見える



　　その「天守」をアップで見たところ



　それでは、北東側の土橋から「高麗門」→「鉄御門」→「武具櫓」→「山里櫓」→「三の丸」→「二の丸」→「御金櫓」→「本丸」→「天守」と進もう



　　　　ここが北東側の土橋/右手に城内にある吹揚神社の石柱が立つ/ここから登城する



　　付近には石碑や説明坂が立っていた/「指定史跡　今治城跡」と記された石碑





　　　正面は「鉄御門・武具櫓」/左奥に「天守」が見える



　　　　そこから左手を見たところ/正面前方は「御金櫓」



　　　　同じく右手を見たところ/左手前方は「武具櫓」



　　その更に右手を見たところ/正面前方に樋門が見える



　　これがその海水流入樋門/この先は海に繋がっている



　　内堀には海水魚が泳いでいた



　　　さて、正面は「鉄御門」（右手）前の枡形虎口/ここが大手門ということらしい



右手の「鉄御門・武具櫓」を見たところ



前方で人が立っている足元の灰色のペイントが、「高麗門」の両側にあった袖壁の石垣跡で、その先は枡形になっていた/正面の
大きな石は「勘兵衛石」で、その上部の建物は「多門櫓」/右手が「鉄御門」



　　　　　　これが「勘兵衛石」



　そこで右手を見たところ/説明坂がある/左下の灰色のペイントが「高麗門」の両側にあった袖壁の石垣跡





　　　　吹揚公園全体配置図







　　　　　　これは「高麗門」前の左手にある、船溜りへの階段/左手が土橋



右手の塁上から北東方向を見たところ/かって三重の水堀を持ち、海と繋いで船入をつくり、軍船を係留していた海城の雰囲気が



　　枡形虎口の右手にある「鉄御門」/「格子窓」や「狭間」が幾つも配置されている



　　　　「鉄御門」（平成19年再建）を正面から見たところ



　　　　軒下には「石落し」がある



　　振り返って「多門櫓」を見たところ



　　　　　　これは城内側から「鉄御門」を見たところ



　　　　　　左手を見たところ



　　少し退いて「鉄御門」を見たところ/右手が「三の丸」方向



その右手（南西方向）を見たところ/前方に説明坂が立っている





　　　振り返って北東方向を見たところ/「鉄御門」（右手）と「武具櫓」（左手）を繋ぐ「多門櫓」を見たところ/前方に説明坂がある



　　　　説明坂の両サイドの石が「鉄御門」遺構礎石





　　そこから南方向を見ると「本丸」に立つ「天守」が見える/このエリアは「三の丸」



　　近寄って見ると手前に銅像がある



これは絵になる藤堂高虎の銅像と天守





　　そこから振り返って北東方向に「鉄御門」を見たところ



　　その左手の「武具櫓」を見たところ



　　　　では「武具櫓」に入ってみよう/正面がその入口



　　平成19年再建



「武具櫓」の内部



　　　　　　先程見た「石落し」





　同じく「狭間」





　　「狭間」から、枡形虎口に侵入した敵兵を狙い撃ち出来る



同じく「格子窓」







　「武具櫓」を出て南西方向を見たところ/前方に「山里櫓」が見える/右手は控塀



　　　　　ここが「山里櫓」入口



　　平成2年再建



　　　　そこから南方向に「天守」を見たところ/手前の建物は吹揚神社社務所



　これは「三の丸」で北東側から南西方向を見たところ/前方右手が「山里櫓」/前方左手は吹揚神社社務所



　その先には櫓門（山里門）がある（こちらは搦手のようだ）/この先には後程行ってみよう/右手は「山里櫓」



　　　　　振り返って北東方向（「鉄御門」方向）を見たところ/左手が「山里櫓」



これは「三の丸」で北西側から南東方向を見たところで、左手の石垣のラインから前方は「二の丸」のエリアのようだ/そこには
「二の丸御殿」があったと云う/現在「三の丸」と「二の丸」は一体となって公園になっている



　　改めて「二の丸」に立つ藤堂高虎の銅像を見たところ



　　そこから「多門櫓」を見たところ



　　さて、その右手（二の丸）を見ると北東側に井戸がある





　　　　　　これが「蒼吹の井」



　　　そこから「二の丸」を南西方向に見たところ/前方が「本丸」に建つ「天守」



　　その「天守」をアップで見たところ



　　　これは「二の丸」の中央から北東方向を見たところ



　　その北東側の控塀を見たところ



　　　　　　その上に登って南東方向を見たところ/前方に「御金櫓」が見える



　これは「鉄御門」の南東部の「多門櫓」



　　　　さて、正面が「二の丸」南東隅に建つ「御金櫓」



　　昭和60年再建



　　　　これは「二の丸」を南東側から北西方向に見たところ/右手の張り出した「多門櫓」から先のエリアは「三の丸」のようだ



　　　　そこで振り返って南東方向を見たところで、さまざまな石碑が立っている



　　その右手を見たところ/左手の石塁の向こうは内堀/右手の控塀の向こうは「本丸」のエリア/住吉神社社殿の屋根が見える



　　これはその石塁を見たところで、この右下には内堀がある/正面前方は「御金櫓」



　　さて、正面は「本丸」への櫓門



　　　櫓門の左手に説明坂がある







　　　　　　ここは櫓門の左手にある吹揚神社の鳥居/左手に説明坂がある







吹揚神社は前方の「本丸」に所在する



　　　　　　さて、櫓門を潜ろう/正面は「天守」の石垣



　　櫓門を潜って左手を見たところ



　　　坂を登って振り返って見たところ/右手が櫓門/正面は付櫓/左手は「天守」



　　　　　　さて、これが「天守」/南東側から見たところ/鉄筋コンクリート造の五層六階の模擬天守



　　これは「本丸」から先程の吹揚神社の鳥居を見下ろしたところ/前方が「二の丸」



　　　　　　振り返って吹揚神社社殿方向を見たところ



　　　　　　右手に「本丸」に建つ「天守」を見たところ



　　　　　　これは左手の住吉神社社殿を見たところ



　　　猿田彦神社とも云うようだ



　　　　さて、吹揚神社社殿を見てみよう/これは神門か



　拝殿が見える



　　　これはそこで振り返って「二の丸」方向を見たところ



　　　　　これが吹揚神社拝殿



　　　　　　左手を見たところ



　　　　　　右手を見たところ



　　　　　　　振り返って神門を見たところ



　　　　　左手が吹揚神社本殿



　　本殿を左側面から見たところ



　　　　　これは吹揚神社の左手にある吹揚稲荷神社



　　　　　　沢山の赤い鳥居を潜った先に社殿がある





　　　これが吹揚稲荷神社社殿



　　　　　　右側面を見たところ



　これは吹揚稲荷神社社殿の南東側にある石塁を見たところで、石塁の右手は内堀



　これがその石塁に登って北東方向を見たところ/右下が内堀



　　　これは吹揚稲荷神社社殿の背後にある石塁上で北西方向を見たところ



　　　　振り返って南東方向を見たところ/正面の張り出しの所は「南隅櫓跡」



　　　　　　「南隅櫓跡」から北西方向を見たところ/向こうに見える張り出しは「西隅櫓跡」/石垣の下の狭い平場は「犬走り」



そこで下を覗き込んだところ/とっても危険なアングル/石垣面で作業している人がいた（安全ロープ使用中）



　　　　　これは「南隅櫓跡」から北東方向に見た石垣の下の「犬走り」を見たところ/この先に見える張り出しは「月見櫓跡」



そこで下を覗き込んだところ/超危険！



　　　　　さて、これは吹揚神社の右手にある麁香神社



　麁香神社社殿



　さて、それでは「天守」に登ってみよう



　　　　ここは最上階の展望台/縁をぐるりと一周出来る



　　唐破風の下を見上げたところ



　　北西方向を見たところ/右手前方に、しまなみ海道の来島海峡大橋が見える



その来島海峡大橋をアップで見たところ



　　　　下には北西隅の「山里櫓」とそれに繋がる櫓門が見える/それらの右手前は吹揚神社社務所



その左手（西方向）を見たところ/搦手の櫓門から階段を下って内堀を渡る土橋がある



同じく右手（北方向）を見たところ/右手に北東隅にある「武具櫓」、「鉄御門」そしてそれらを繋ぐ「多門櫓」が見える/海水流入樋門
は前方の今治港の内港にと繋がっている



　　　　　　それらの手前に藤堂高虎の銅像が見える



　　これは北東方向を見たところ



　　下には「二の丸」が見える/左手は「鉄御門」に繋がる「多門櫓」/右端は「御金櫓」



　　　　　左手を見たところ/下は「三の丸」/その向こうは「鉄御門・武具櫓」とそれらを繋ぐ「多門櫓」



　　右手を見たところ/下は「二の丸」/正面前方は「御金櫓」



　　　　　　その「御金櫓」の辺りをアップで見たところ



　　これは南東方向を見たところ



　　下には吹揚神社境内が見える



　　　　　　左手を見たところ



　　　　　　右手を見たところ



　　これは南西方向を見たところ



　　　　　　その下を見たところ



　　　　　　左手を見たところ



　　　　　　右手を見たところ



　　　　　内部にはさまざまな資料が掲示されていた















　　さて、搦手の櫓門（山里門/搦手門）から城外に進んでみよう/右手は「山里櫓」



　櫓門の石垣





　　　　　南西方向を見たところ



　　　　その先の下を見たところ



　　　　　　左手を見たところ/正面前方の石垣の張り出した所は「西隅櫓跡」



　　　　　その更に左手を見たところ/「天守」とその手前に「北隅櫓」が見える



　　　　右手を見たところ/城門（西門）と土橋が見える



その更に右手を見たところ



　　振り返って城内方向を見たところ



　　櫓門を階段から見上げたところ



　　同じく階段下から見上げたところ



　　そこから「天守」とその手前の「北隅櫓」を見上げたところ



　　　さて、前方が土橋への西門



　　　　南西方向に見たところ



　　　ここにも標柱が立っていた



　　　　　　土橋を渡って進もう



　　　土橋から北東方向を見たところ/右手が「山里櫓」/正面前方が「武具櫓」



北西隅の「山里櫓」とそれに繋がる櫓門（山里門）/左下は西門



　　　　　その右手を見たところ



　　　　　更に右手を見たところ



　　　その更に右手を見たところ



　　　　　これは「西隅櫓跡」下の「犬走り」を見たところ



　　　　更にアップで見たところ



　　　　手前に標柱が立っている



　　　この土橋のエリアが「山里通」という旧町名らしい



　　　　　　左手から「武具櫓」～「山里櫓」～「天守」と西側から見たアングル



　　再びアップで「天守」を見たところ



　　内堀にこんなものが浮かんでいた



　　　内堀を時計回りに一周してみよう/正面は「武具櫓」



　　　前方は大手門（「高麗門」～「鉄御門」｝への土橋



そこの足元にはこんな標柱が立っていた



　　　　この道のエリアが「大手通」という旧町名らしい



　これは北東側から南西方向に内堀を見たところ/右手に最初に見た樋門が見える



　　　これがその海水流入樋門



　　　　　　その先は今治港の内港にと繋がっている



　　　　これは北西側から南東方向に内堀を見たところ



　　　正面は南東隅の「御金櫓」/北東側から見たところ



　　　　　　東側から正面に「御金櫓」を見たところ/右手が「鉄御門・武具櫓」



　　　　これは南東側から北西方向に内堀を見たところ



　　　　これは北東側から南西方向に内堀を見たところ



　正面の張り出しは「月見櫓跡」/その背後に「天守」が見える/右手は住吉神社社殿



その石垣の下の「犬走り」を見たところ



　　　これは「本丸」の石垣を見たところ/右手の張り出しは「月見櫓跡」/左手の張り出しは「南隅櫓跡」



　石垣をアップで見たところ/野面積み



　　その下の「犬走り」を見たところ



これは左手の「南隅櫓跡」を見たところ



　　　　　その石垣を見たところ



　　石垣の下の「犬走り」を見たところ



　　　　　　南側から正面に「南隅櫓跡」を見たところ



　その「南隅櫓跡」の石垣を見たところ



　　　　　　アップで見たところ



　　　　これは南西側から北東方向に内堀を見たところ



　　　　これは南東側から北西方向に内堀を見たところ



　　　　　これは南西側から見たところ/右手の張り出しは「南隅櫓跡」/左手の張り出しは「西隅櫓跡」



　その「西隅櫓跡」の石垣を見たところ



　　　　　手前に説明坂がある





　　　　そこで右手を見たところ



　そこからまたまた「天守」を見たところ



　　　　　　さて、ここは城跡の北西側にある道で、左手に標柱が立っている



この道のエリアが「弥生通」という旧町名らしい/内堀の外側に中堀、外堀と広大な城郭があったことが窺える
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